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秋田市役所の人事異動

市役所からお知らせ６
８

12 高齢者情報 健康 育児

４

新庁舎基本構想 市民相談センターの相談10

あなたの避難所は？20

北部・河辺・雄和
市民サービスセンターの業務案内

２

家庭系ごみの排出量

ごみを出すときは…収集日の午前６
時から８時までに出しましょう。家庭
ごみは「１回につき１袋」にご協力を。

エコアちゃんの

ごみ減量速報
環境都市推進課☎(866)2943

(資源化物を除く)

16 情報チャンネルa

３月25日、秋田管工事業協同組合のみなさんが水道復旧活動のため、宮城県美里町へ出発しました　 ５ページ

次号広報あきた５月６日号は
４月28日(木)～５月６日(金)に
お届けします。

市民の生活情報誌



５
月
16
日
(月)
に
オ
ー
プ
ン
す
る
、
北
部
・
河
辺
・
雄
和

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。
各
セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
う
業

務
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

●
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

●
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

業
務
の
ご
案
内

問い合わせ

市民協働
・地域分権推進課
☎(866)2037

●
ホ
ー
ル
や
体
育
館
、
調
理
室
、
和
・

洋
室
な
ど
の
貸
出
施
設
の
管
理
は
指
定

管
理
者(

北
部
地
域
住
民
自
治
協
議
会)

が
行
い
ま
す
。

●
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
の
利
用
は
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
。
年
末
年
始
を
除
き
、

通
年
利
用
で
き
ま
す
。

秋
田
中
央
交
通(

株)

で
は
、
北
部
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
開
設
す
る
５
月

16
日
(月)
に
合
わ
せ
て
、
セ
ン
タ
ー
前
に

新
し
く
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
す
。
経
由

す
る
路
線
は
次
の
と
お
り
で
す
。
路
線

バ
ス
の
問
い
合
わ
せ
は
、
秋
田
中
央
交

通(

株)

へ
。
☎(

８
２
３)

４
４
１
３

セ
ン
タ
ー
前
に
バ
ス
停
を
新
設

楽しい遊具がいっぱ

いあるよ！

(子育て交流ひろば)

●
新
国
道
経
由
土
崎
線(

上
り
は
秋
田
駅

西
口
行
き
、
下
り
は
飯
島
北
行
き
。
上
下

各
10
便
程
度)

●
県
庁
・
寺
内
経
由
土
崎
線(

上
り
は
秋

田
駅
西
口
行
き
、
下
り
は
飯
島
北
行
き
。

上
下
各
３
便
程
度)

●
土
崎
循
環
線(

内
回
り
、
外
回
り
各
６

〜
７
便
程
度)

センターのおもな取扱業務と市民窓口の業務時間

北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー(

愛
称：

キ
タ
ス
カ)

02

夜
間
の
戸
籍
届
け
…
こ
れ
ま
で
土
崎
支

所
で
行
っ
て
い
た
、
夜
間
の
戸
籍
届
書

預
か
り
業
務
は
午
後
９
時
30
分
ま
で
に

な
り
ま
す
。
以
降
の
届
け
は
市
役
所
本

庁
の
守
衛
室
で
お
預
か
り
し
ま
す
。



※
５
月
９
日
(月)
ま
で
は
土
崎
公
民
館
が
、
５
月
16
日
(月)

か
ら
は
指
定
管
理
者
が
受
け
付
け
ま
す(

電
話
番
号
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
５
月
10
日
(火)
〜
15
日
(日)
は

受
け
付
け
を
お
休
み
し
ま
す)

。

各
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ホ
ー
ル
や
和
・
洋
室
な
ど
を
貸

し
出
し
ま
す
。
生
涯
学
習
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
利
用
申
し
込
み
は
利
用
月
の
前
月

１
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
５
月
16
日
(月)
〜
31
日
(火)
の

利
用
は
現
在
受
付
中
で
す
。
６
月
中
の
利
用
は
５
月
１

日
(日)
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
貸
出
施
設
や
使
用
料
な
ど
は
、
広
報
あ
き
た

３
月
18
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

秋
田
市
公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://w
w
w
.city.akita.akita.jp

/city/g
an
d
r/

(
午
前
９
時
〜
午
後
12
時)

貸
出
施
設
の
申
し
込
み

※
５
月
15
日
(日)
ま
で
は
河
辺
・
雄
和
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー
が
、
５
月
16
日
(月)
か
ら
は
各
指
定
管
理
者
が
受
け

付
け
ま
す(

電
話
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん)

。

●
ホ
ー
ル
や
和
・
洋
室
な
ど
の
貸
出
施
設
の
管

理
は
指
定
管
理
者(

河
辺
の
郷
自
治
協
議
会)

が

行
い
ま
す
。

●
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
の
利
用
は
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
。
年
末
年
始
を
除
く
平
日
に
利
用

で
き
ま
す
。

●
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎(

８
４
６)

１
１
３
３

●
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎(

８
８
２)

５
３
０
２

●
各
館
共
通

●
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
☎(

８
８
１)

３
７
７
７

申
し
込
み
方
法
①
直
接
来
館
ま
た
は
電
話

申
し
込
み
方
法
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(
愛
称：

カ
ワ
ベ
リ
ア)

●
ホ
ー
ル
や
調
理
室
、
和
・
洋
室
な
ど
の
貸
出

施
設
の
管
理
は
指
定
管
理
者(

雄
和
市
民
協
議

会)

が
行
い
ま
す
。

●
子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば
の
利
用
は
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
。
年
末
年
始
を
除
く
平
日
に
利
用

で
き
ま
す
。

雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(

愛
称：

ユ
ー
ビ
ス)

センター開所に
伴い廃止します
北部・河辺・雄和市民サービスセ

ンターの開所に伴い、土崎支所、土
崎・河辺・雄和公民館を廃止します。

土崎支所☎(845)2261
…業務は５月13日(金)まで。

土崎公民館☎(846)1133
…利用は５月９日(月)まで。

●土崎支所●土崎公民館
●河辺公民館●雄和公民館

河辺公民館☎(882)5311
…利用は５月９日(月)まで。

雄和公民館☎(886)5585
…利用は５月９日(月)まで。

業
務
・
利
用
日
程

土崎支所にある、住民票や印鑑
登録証明書などの自動交付機は、
北部市民サービスセンターへの切
り替えテストのため、４月30日(土)、
５月１日(日)は利用できません。詳
しくは市民課へ。☎(866)2018

土崎支所の自動交付機が
一時使えません

震
災
に
よ
る
節
電
の
た
め
、
貸
出
施
設
の

利
用
時
間
を
、
当
面
の
間
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
と
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報あきた 平成23年４月15日号03



読者のみなさんのページです。
17ページに掲載している広報ク
イズの答えと一緒に、気ままな
ひとこと、ちょっと言いたいひ
とことを、お待ちしています。

月　刊

読
者
の
伝
言
板

●
東
北
関
東
大
震
災
は
、
地
震
、

津
波
、
原
発
と
未
曾
有

み

ぞ

う

の
災
害
で

し
た
ね
。
東
北
に
住
む
一
人
と
し

て
な
に
か
お
手
伝
い
を
と
多
少
の

救
援
物
資
と
義
援
金
を
お
届
け
し

ま
し
た
。
心
か
ら
み
な
さ
ん
の
生

き
る
努
力
を
念
じ
て
い
ま
す(

鎌

田
裕
子
さ
ん
　
82
歳
・
手
形)

●
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
も
あ
り
ま
す

が
、
わ
が
家
の
庭
に
も
フ
キ
ノ
ト

ウ
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
、
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
が
咲
き
ま
し
た
。
今
回

の
大
震
災
の
被
災
地
に
友
人
が
何

人
か
い
ま
す
が
、
も
し
被
災
地
に

花
が
咲
い
た
ら
、
そ
れ
は
希
望
の

象
徴
だ
と
伝
え
ま
し
た
。
１
日
も

早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す(

ア

メ
ッ
コ
さ
ん
　
36
歳
・
山
王)

●
４
月
１
日
か
ら
竿
燈
観
覧
席
の

団
体
予
約
が
始
ま
る
そ
う
で
す
が
、

開
催
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
地
震
で
被

災
さ
れ
た
か
た
が
ふ
だ
ん
ど
お
り

の
生
活
に
戻
れ
て
い
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
素
人
的
な
考
え
で

す
が
、
竿
燈
祭
り
に
招
待
し
た
り
、

向
こ
う
に
行
っ
て
演
技
を
見
て
も

ら
う
こ
と
で
明
る
い
気
持
ち
に
な

っ
て
も
ら
え
た
ら
な
…
と
思
い
ま

す(

め
ぐ
み
さ
ん
　
37
歳
・
旭
南)

●
こ
の
度
の
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。
東

北
の
中
で
比
較
的
被
害
が
少
な
い

な
い
秋
田
。
あ
り
が
た
い
で
す
が
、

東
北
の
み
な
さ
ん
の
こ
と
を
考
え

る
と
今
こ
そ
何
か
が
ん
ば
る
、
協

力
し
な
い
と
。
と
り
あ
え
ず
、
身

近
な
ご
み
の
減
量
、
節
電
、
買
い
だ

め
を
し
な
い
こ
と
…
や
っ
て
み
ま

す(

ひ
ま
わ
り
さ
ん
　
30
歳
・
飯
島)

●
昨
日
、
ケ
ー
キ
屋
で
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
地
に
い
る

か
た
へ
の
募
金
箱
を
見
つ
け
た
の

で
募
金
を
し
ま
し
た
。
私
に
で
き

る
こ
と
は
節
電
と
募
金
く
ら
い
で

す
が
、
少
し
で
も
役
に
立
っ
て
く

れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す(

浜

崎
ち
ゃ
ん
　
15
歳
・
南
通)

●
地
震
で
大
変
な
事
に
な
り
ま
し

た
。
私
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
お
こ
づ
か
い
の
中
か
ら

少
し
で
す
が
募
金
し
た
い
と
思
い

ま
す(

悠
さ
ん
　
14
歳
・
仁
井
田)

●
私
の
家
の
玄
関
か
ら
桜
の
木
が

見
え
ま
す
。
４
月
、
満
開
の
桜
の

花
が
咲
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
昔
、
生
家
の
周
り
に
も

桜
の
木
が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
し

た
。
心
が
癒
さ
れ
ま
す(

春
に
咲

く
桜
さ
ん
　
53
歳
・
河
辺)

「昭和22年ころの洪水では、この辺りもひどく浸水した記憶が

あるなあ」。新屋駅前町内会の相原昭蔵会長と、隣接する新屋中

表町内会の小玉隆太郎会長が、新屋駅周辺の電柱に張られた標識

を見ながら話していました。雄物川の氾濫による浸水の深さや避

難施設の名前が書かれたこの標識は、市が各家庭に配布した「秋

田市災害ハザードマップ」の情報をまちなかに表示するため、３

月中旬に国土交通省秋田河川国道事務所と市が連携して設置した

ものです。マップではどちらの町内も１㍍～５㍍の浸水が予想さ

れていて、自主防災組織が中心となり災害に備えていますが、日

頃から街角で目にすることで洪水への意識がより高まりますね。

新屋扇町などに雄物川の水害標識を設置

町がまるごとハザードマップに

「分かりやすくて、いいね」

標識について詳し
くは、防災安全対
策課へどうぞ。
☎(866)2021

04



おしゃべりかわらばん

●
わ
が
家
に
は
イ
ヌ
が
３
匹
い
ま

す
。
毎
年
広
報
あ
き
た
に
狂
犬
病

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
が
載
る
と

春
が
来
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
今

年
も
３
匹
連
れ
て
行
き
ま
す(

さ
っ

ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
　
48
歳
・
土
崎)

●
０
歳
と
３
歳
の
子
ど
も
が
い
る

の
で
ユ
ー
ビ
ス
と
カ
ワ
ベ
リ
ア
に

も
連
れ
て
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

オ
ー
プ
ン
が
待
ち
遠
し
い
で
す

(

悠
斗
マ
マ
さ
ん
　
28
歳
・
新
屋)

●
子
ど
も
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
早
く
春
に
な
っ
て
暖
か

く
な
る
と
い
い
な
あ
。
の
ん
び
り

家
の
前
を
散
歩
し
て
心
を
穏
や
か

に
保
ち
た
い(
ち
ー
ち
ゃ
ん

31
歳

・
桜
台)

係から
ひとこと震

災
直
後
、
日
本
を
応
援
す
る
世
界
中

の
人
た
ち
の
姿
が
テ
レ
ビ
に
映
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
確
か
ア
ジ
ア
の
か
た
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
１
人
の
女
性
が
折
り
鶴
を

作
っ
て
い
る
様
子
も
流
れ
ま
し
た
。

折
り
鶴
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、

ガ
ソ
リ
ン
の
代
わ
り
に
も
な
ら
な
い
け
れ

ど
、
日
本
か
ら
何
千
キ
ロ
も
離
れ
た
異
国

で
、
被
災
者
の
無
事
を
祈
り
な
が
ら
一
生

懸
命
に
鶴
を
折
っ
て
く
れ
て
い
る
人
が
い

る
│
。
そ
の
女
性
が
折
り
鶴
に
込
め
た

〝
思
い
〞
が
被
災
地
に
届
い
た
と
し
た
ら
、

何
よ
り
も
強
い
支
え
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
世
界
中

の
〝
思
い
〞
が
被
災
地
へ

届
き
ま
す
よ
う
に
。(

渉)

一日も早い復興を

通町・大町商店
街の募金活動に
参加した加茂谷
福聡さん(通町
カモヤ眼鏡店)

商店街として震災被災者
のかたに何かできることは
ないか、という気持ちで義
援募金に加わりました。被
災地には知り合いもいて心
配ですが、一日も早い復興
を願っています。募金は23
日(土)まで受け付けています。

岩見三内児童
室を利用して
いる落合沙都
さん(岩見三内
小６年)

みんなで仲良く
授業が終わってからバス

ケットボール部の練習が始
まるまで、友だちと学校で
過ごす場所が出来てうれし
いです。みんなが自分より
年下の子を可愛がっている
ので、学年が違っても一緒
に楽しく遊んでいるよ！

３月29日、JA新あきた
が提供してくれた無洗米や
ホウレンソウなどを積み込
んだトラックが市農林部か
ら福島県相馬市に向けて出
発しました。物資の輸送は
秋田県トラック協会が協力
してくれました。

３月25日、宮城県美里
町の水道復旧活動を支援す
るため、秋田管工事業協同
組合のみなさん14人によ
る災害復旧隊が市上下水道
局を出発しました。現地で
は漏水か所の修理などの支
援活動を行います。

米や野菜などを
福島県相馬市に

宮城県美里町の
復旧活動を支援

災害復旧隊とし
て美里町で水道
復旧作業を行う
佐藤泰雄さん
(佐藤設備工業)

水道の迅速な復旧を
震災で破損した水道の復

旧活動を行うため、秋田管
工事業協同組合のみんなと
一緒に宮城県美里町に行っ
てきます。被災地のライフ
ラインが一日でも早く復旧
するよう、みんなで力を合
わせ全力でがんばります。

市政テレビ番
組の市民リポ
ーターを務め
る加賀屋縁さ
ん(新屋)

元気にリポートします
積極的な性格を活かして、

明るく元気な番組を届けら
れるようにがんばります。
スポーツやダンスが好きな
ので、プロバスケットボー
ルチームの秋田ノーザンハ
ピネッツに関連した番組を
リポートしてみたいです。

支援の思いをかたちに

相馬市に米など
の救援物資を提
供したJ A新あ
きた組合長の船
木耕太郎さん

J A新あきたでは、「震災被
災者のかたを元気にしたい」
という農家のみなさんの思
いをかたちにするため、米
などの支援物資を送りまし
た。同じ東北の仲間である
相馬市のみなさんに思いが
届くことを願っています。

広報あきた 平成23年４月15日号05

３月31日、被災地の避難所運営業務を支援するため、
気仙沼市、南三陸町、多賀城市などへ市職員10人を
派遣しました(４月末まで延べ145人を派遣予定)



市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車

税
な
ど
の
納
付
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

４
月
16
日
(土)
・
17
日
(日)
・
23
日
(土)
・
24

日
(日)
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

会
場
　
納
税
課(

市
役
所
２
階)

●
問
い
合
わ
せ
　
納
税
課

☎(

８
６
６)

２
０
５
８

河
辺
墓
地(
河
辺
和
田

字
岡
村
164-

２)

の
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
１
人
１
区
画
で
す
。

対
象

①
〜
③
を
す
べ
て

満
た
す
か
た

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍
が
あ
る

②
埋
蔵
す
る
墓
が
な
く
遺
骨
を
自
宅
・
寺
院

で
一
時
的
に
保
管
し
て
い
る(

分
骨
除
く)

③
保
証
人(

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し

た
生
計
を
営
む
か
た)

を
届
出
で
き
る

永
代
使
用
料(

①)

と
管
理
手
数
料(

②)

４
㎡
▼
①
20
万
円
　
②
千
500
円(

年
額)

６
㎡
▼
①
30
万
円
　
②
２
千
250
円(

年
額)

９
㎡
▼
①
45
万
円
　
②
３
千
375
円(

年
額)

※
永
代
使
用
料
と
管
理
手
数
料
は
納
付
書
の

発
行
か
ら
10
日
以
内
に
一
括
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
納
入
を
確
認
し
た
日
か
ら
７

日
以
内
に
使
用
許
可
証
を
交
付
し
ま
す
。

申
し
込
み

生
活
総
務
課(

市
役
所
分
館
３

階)

、
土
崎
支
所
、
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
ア
ル
ヴ
ェ
駅
東
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
、
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
５
月
２
日
(月)
か
ら
12
月
28
日

(水)
ま
で
の
平
日
に
生
活
総
務
課
へ
ど
う
ぞ

(

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分)

。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
総
務
課

☎(

８
６
６)

２
０
７
４

県
で
は
住
宅
を
建
築
ま
た
は
購
入
、
増
改

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
か
た
に
助
成
し
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業(

建
築
・
購
入)

対
象
　
①
〜
⑦
を
す
べ
て
満
た
す
か
た

①
自
分
が
居
住
す
る
住
宅
を
県
内
に
新
築
、

改
築
ま
た
は
購
入
す
る

②
65
歳
以
上
の
か
た
と
同
居
し
て
い
る
、
ま

た
は
18
歳
以
下
の
被
扶
養
者
が
い
る

③
給
与
所
得
者
は
世
帯
年
収
が
700
万
円
以

下
、
給
与
所
得
者
以
外
は
世
帯
の
所
得
合
計

が
510
万
円
以
下

④
５
年
以
上
の
固
定
金
利
型
住
宅
ロ
ー
ン
を

500
万
円
以
上
利
用
す
る

⑤
住
宅
面
積
が
50
㎡
以
上
の
一
戸
建
て
住
宅

⑥
県
内
に
本
店
が
あ
る
建
築
業
者
が
木
造
在

来
工
法
で
施
工
し
、
主
要
な
構
造
部
分
に
県

産
材
を
70
㌫
以
上
使
っ
て
い
る

⑦
平
成
24
年
３
月
15
日
(木)
ま
で
に
完
了
報
告

書
を
提
出
で
き
る(

完
了
報
告
書
の
様
式
は

県
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま
す)

助
成
額

住
宅
ロ
ー
ン
の
当
初
５
年
分
の
利

子
額
の
２
分
の
１(

上
限
80
万
円)

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支
援
事
業

対
象

県
内
で
50
万
円
以
上
の
増
改
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
か
た

助
成
額

工
事
費
の
10
㌫(

上
限
20
万
円)

●
問
い
合
わ
せ
　
県
建
築
住
宅
課

☎(

８
６
０)

２
５
６
１

市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕(

50
万
円
以

下)

の
受
注
を
希
望
す
る
業
者
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
小
規
模
修
繕
の

受
注
希
望
業
者
の
登
録
を
し
た
か
た
も
、
５

月
31
日
(火)
で
有
効
期
間
が
満
了
し
ま
す
の

で
、
再
度
登
録
が
必
要
で
す
。
申
請
要
領
・

用
紙
は
、
契
約
課(

市
役
所
３
階)

の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

対
象

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
か

た
。
個
人
、
法
人
、
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、

経
営
規
模
、
従
業
員
数
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
業
者
登
録
を
し
て
い
る
か
た
は
申
請

で
き
ま
せ
ん

有
効
期
間

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
５
月
31
日
ま
で

受
付
期
間

５
月
９
日
(月)
か
ら
20
日
(金)
ま
で

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

４
月
の
土
・
日
曜
日
に

納
税
窓
口
を
開
設

１

太平洋戦争の戦没者慰霊巡拝…厚生労働省では遺族を対象に、旧主要戦域などの慰霊巡拝を実施し
ています。平成23年度は旧ソ連など。詳しくはお問い合わせください。県福祉政策課☎(860)1319

４月29日(金)、５月３
日(火)・５日(木)�家庭ご
みのみ収集します
５月４日(水)�資源化物
は収集しません

ゴールデン
ウイークの
ごみ収集

環境都市推進課
☎(863)6631

問い
合わせ

２
河
辺
墓
地
の
使
用
者
を

募
集
し
ま
す

小
規
模
修
繕
の

受
注
希
望
業
者
の

登
録
を
受
け
付
け

４

３
住
宅
の
新
築
や

リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成

06



の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
５
時

受
付
場
所
　
契
約
課
☎(

８
６
６)

２
１
６
５

市
の
介
護
保
険
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す

る
運
営
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数

介
護
経
験
が
あ
り
、
福
祉
や
社

会
保
障
全
般
に
理
解
が
あ
る
か
た
で
、
第
１

号
被
保
険
者(

65
歳
以
上)

の
か
た
２
人
、
第

２
号
被
保
険
者(

40
歳
〜
64
歳)

の
か
た
２
人

を
選
考
で
決
定
し
ま
す

任
期

任
命
を
受
け
て
か
ら
１
年
以
内

応
募
方
法

原
稿
用
紙
２
枚
程
度
に
「
介
護

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
」
を
書
い
て
、
４
月

28
日
(木)
ま
で
、
市
役
所
福
祉
棟
２
階
に
あ
る

介
護
・
高
齢
福
祉
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
介
護
・
高
齢
福
祉
課

☎(

８
６
６)

２
０
６
９

４
月
下
旬
か
ら
調
査
日
の
前
後
ま
で
、
調

査
員
が
対
象
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。

①
国
民
生
活
基
礎
調
査(

世
帯
票)

…
世
帯
状

況
や
健
康
、
介
護
に
関
す
る
調
査
で
す
。

調
査
日
▼
６
月
２
日
(木)

②
国
民
生
活
基
礎
調
査(

所
得
票)

…
所
得
や

貯
蓄
に
関
す
る
調
査
で
す
。

調
査
日
▼
７
月
14
日
(木)

●
問
い
合
わ
せ

①
は
市
保
健
所
保
健
総
務

課
☎(

８
８
３)

１
１
７
０

②
は
保
護
第
一

課
・
第
二
課
☎(

８
６
６)

２
０
９
６

介
護
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

５

ワーク・ライフ・バランス(仕事と生活
の調和)や、子どもを生み育てやすい社会
の実現に向けた活動に対して助成します。
なお、書類審査があります。

対 象

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

６

市では、授乳やおむつ替えに立ち寄れ
る施設などが分かる「赤ちゃんのえきマ
ップ」を作成します。このマップに掲載
する、子連れのかたが利用できる設備が
あるお店・事業所を募集しています。

設備の例�おむつ交換台、授乳設備(仕切
り、カーテンなど)、ベビーベッド、ベビ
ーカー、休憩用ベンチ、遊具など

※上記のような設備の設置に補助制度があり
ます。お問い合わせください。

応募はこちら

子育て支援活動に
助成します

秋田市未来づくり活動助成金

助成額

団体・グループなどが自主的に行
うイベントや講演会、学習会など

子ども総務課(市役所３階)または市ホ
ームページにある申請書で、４月25
日(月)から来年２月29日(水)まで、子ど
も総務課へ。☎(866)2141

http://www.city.akita.akita.jp
/city/ch/bs/

申
し
込
み

対象経費の５分の４(上限20万円)

子
育
て
に

や
さ
し
い

お
店
を
募
集

子育てにやさしいお店を探したり
確認したりするボランティアも募集

子育てにやさしいお店�５月16日(月)まで
ボランティア�４月28日(木)まで
子ども総務課☎(866)2141
Eメール ro-chbs@city.akita.akita.jp

対象／市内在住の子育て中または子育て
経験があるかた 謝礼金／１日2,000円
定員／10人

ホーマック茨島店の多目的トイレ

広報あきた 平成23年４月15日号07

申込

問い合わせ

市では、誰もが互いの人権を認め合い、一人ひとりが
個性や能力を発揮できる「男女共生社会」をめざしてい
ます。男女共生を考えるきっかけづくりの場「男女共生
フォーラム」を、10月に北部市民サービスセンターで、
11月23日(水)にアルヴェで開催します。イベントを企
画・運営する実行委員を募集します(応募多数の場合は選
考)。詳しくはお問い合わせください。

５月13日(金)まで

市民協働・地域分権推進課☎(866)2785
http://www.city.akita.akita.jp/city/copr/

男女共生フォーラム
実行委員を募集

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ッ
ズ

ヘ
ア
カ
ッ
ト
シ
ョ
ー
」定員 市民活動団体から５人

４
月
24
日
(日)
は

市
議
会
議
員
選
挙

期日前投票は４月18日(月)から23日(土)まで
●市役所分館４階�午前８時30分～午後８時

問い合わせ 選挙管理委員会事務局☎(866)2260

●土崎支所、西部市民サービスセンター、河
辺・雄和市民センター、岩見三内・大正寺連
絡所�午前８時30分～午後５時

●秋田駅西口２階ぽぽろーど、イオンモール秋
田３階�午前10時～午後８時



【
次
長
級
】

総
務
部
▼
次
長
　
榎
昌
範

▼
副
理
事
・
兼
文
書
法
制
課
長
　
中
島

修
　
▼
新
庁
舎
建
設
室
長
　
松
橋
弘
明

企
画
財
政
部
▼
次
長
　
佐
藤
修
　
▼
副

理
事
・
兼
企
画
調
整
課
長
　
工
藤
喜
根
男

▼
副
理
事
・
兼
財
政
課
長
　
柿
●
武
彦

▼
大
学
設
置
準
備
室
次
長
　
堀
井
満

市
民
生
活
部
▼
副
理
事
・
兼
市
民
協
働
・

地
域
分
権
推
進
課
長
　
鈴
木
忍
　
▼
副

理
事
・
兼
河
辺
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
・

兼
河
辺
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
　
永

井
暁
　
▼
副
理
事
・
兼
雄
和
市
民
セ
ン

タ
ー
所
長
・
兼
雄
和
地
域
活
動
セ
ン
タ

ー
所
長
　
福
井
亨
　
▼
副
理
事
・
兼
市

民
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
・
兼
計
量
検
査

所
長
　
和
賀
芳
宏
　
▼
副
理
事
・
兼
秋

田
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
管
理
室
副
理
事
・

兼
子
ど
も
未
来
部
副
理
事
　
須
田
亨

福
祉
保
健
部
▼
次
長
・
兼
福
祉
事
務
所

次
長
・
兼
連
携
推
進
官(
エ
イ
ジ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
シ
テ
ィ
担
当)
石
川
真

▼
保
健
所
次
長
　
黒
丸
惟
之
　

▼
食
肉
衛
生
検
査
所
長
　
今
野
信
一
郎

子
ど
も
未
来
部
▼
次
長
・
兼
連
携
推
進

官(

次
世
代
育
成
担
当)

進
藤
照
美

環
境
部
▼
次
長
・
兼
連
携
推
進
官(

環

境
立
市
担
当)

古
里
正
昭

▼
副
理
事
・
兼
環
境
都
市
推
進
課
長

相
場
修
治
　
▼
環
境
部
総
合
環
境
セ
ン

タ
ー
所
長
　
畠
山
芳
夫

商
工
部
▼
次
長
・
兼
連
携
推
進
官(

観

光
振
興
担
当)

●
橋
善
健

農
林
部
▼
次
長
・
兼
連
携
推
進
官(

地
域

産
業
強
化
担
当)

小
島
武
志
　
▼
副

理
事
・
兼
農
林
総
務
課
長
　
小
熊
伸
司
　

建
設
部
▼
次
長
　
今
野
郁
夫
　
▼
副
理

事
・
兼
道
路
建
設
課
長
　
住
田
光
郎
　

都
市
整
備
部
▼
次
長
・
兼
連
携
推
進
官

(

ブ
ラ
ン
ド
あ
き
た
担
当)

戸
田
郁
夫
　

▼
副
理
事
・
兼
ま
ち
づ
く
り
整
備
室
長

菅
原
一
彦

【
課
長
級
】

総
務
部
▼
総
務
課
長

秋
山
尚
子

▼
総
務
課
参
事

佐
藤
博
幸
　

▼
秘
書
課
長

富
樫
純
一
　

▼
人
事
課
長
・
兼
人
事
課
自
治
研
修
セ

ン
タ
ー
所
長

松
山
則
人
　

▼
人
事
課
付
参
事

藤
原
昌
喜
　

▼
防
災
安
全
対
策
課
長

工
藤
伸
二
　

▼
防
災
安
全
対
策
課
参
事

森
合
和
美

▼
管
財
課
参
事

大
泉
勉
　
▼
公
共
施

設
監
査
保
全
室
参
事
・
兼
主
席
専
門
検

査
員

三
浦
司
　
▼
同

滝
田
広
志

▼
新
庁
舎
建
設
室
参
事

嶋
矢
治
和

▼
同

小
原
正
明
　
▼
同

福
田
徳
行
　

企
画
財
政
部
▼
広
報
広
聴
課
報
道
官
・

兼
総
務
部
秘
書
課
参
事
　
佐
藤
晋

▼
市
民
税
課
長
　
須
磨
良
之

▼
資
産
税
課
長
　
佐
藤
康
明

▼
資
産
税
課
参
事
　
安
井
誠
悦

▼
大
学
設
置
準
備
室
参
事
　
近
藤
行
秀
　

市
民
生
活
部
▼
生
活
総
務
課
長

佐
々

木
公
秀

▼
生
活
総
務
課
墓
地
・
斎
場
整

備
担
当
課
長

渡
部
正
保

▼
市
民
協

働
・
地
域
分
権
推
進
課
参
事

佐
藤
憲
彦

▼
国
保
年
金
課
参
事

安
田
清

▼
河

辺
市
民
セ
ン
タ
ー
副
所
長
・
兼
河
辺
地
域

活
動
セ
ン
タ
ー
副
所
長

相
原
久
平

▼
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
副
所
長
・
兼
雄
和

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
副
所
長

遠
藤
新

一

▼
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
参
事
・
兼
計

量
検
査
所
参
事

立
花
恵
一

▼
駅
東

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長

佐
藤
淳

福
祉
保
健
部
▼
福
祉
総
務
課
地
域
福
祉

推
進
室
長

伊
藤
賢

▼
保
護
第
一
課
長

宮
野
谷
智
敬

▼
保
護
第
二
課
長

碇
谷

一
峰

▼
監
査
指
導
室
参
事

鈴
木
功

保
健
所
▼
保
健
総
務
課
長
　
畠
山
隆

▼
健
康
管
理
課
長
　
佐
々
木
貴

子
ど
も
未
来
部
▼
子
ど
も
総
務
課
長
・

兼
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
　
本
間
斗

▼
子
ど
も
育
成
課
長
　
渡
部
和
王

▼
子
ど
も
健
康
課
長
・
兼
保
健
セ
ン
タ

ー
参
事
　
工
藤
和
子
　
▼
子
ど
も
未
来

セ
ン
タ
ー
所
長
　
小
松
裕
一

▼
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
参
事
・
兼
子

ど
も
育
成
課
参
事
　
梅
邑
初
子

環
境
部
▼
環
境
総
務
課
長

佐
藤
悦
紹

▼
環
境
総
務
課
参
事

高
島
忠
雄

▼
環

境
都
市
推
進
課
参
事
　
加
藤
茂
　
▼
環

境
保
全
課
長
　
水
戸
瀬
秋
広
　
▼
総
合

環
境
セ
ン
タ
ー
参
事
　
竹
内
眞
　
▼
同

湊
次
雄
　
▼
向
浜
事
業
所
長
　
中
島
勇

商
工
部
▼
商
工
労
働
課
長
・
兼
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
・
兼
チ
ャ
レ
ン
ジ

オ
フ
ィ
ス
あ
き
た
所
長
　
山
田
裕
之

▼
商
工
労
働
課
企
業
集
積
促
進
担
当
課

長
　
保
坂
英
光
　

▼
港
湾
貿
易
振
興
課
参
事
　
菊
田
充
実

【
企
業
管
理
者
】

石塚博史

佐藤 肇

坂田昌平

４
月
１
日
付
け
の
秋
田
市
の
人
事
異
動
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
職
員
の
能
力
や
経
験
、

適
性
、
意
欲
、
人
材
育
成
を
重
視
し
た
人
員

配
置
に
努
め
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の
異
動

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

企画財政部長 上下水道事業
管理者

秋
田
市

人
事
異
動任消防正監

消防長

佐々木司

大学設置
準備室長

●橋洋樹

市民生活部長

桜田 隆

市民生活部理事

市
長
事
務
部
局

【
消
防
長
】

【
部
長
級
】
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▼
大
森
山
動
物
園
参
事
　
渡
邊
宏
樹

農
林
部
▼
農
林
総
務
課
参
事
　
石
川
正

光
　
▼
農
業
農
村
振
興
課
長
・
兼
農
業

農
村
振
興
課
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

保
坂
孝
彦
　
▼
農
業
農
村
振
興
課
参
事

池
田
實
　
▼
農
地
森
林
整
備
課
参
事

石
井
諭
　
▼
同
　
保
坂
繁
　
▼
中
央
卸

売
市
場
市
場
管
理
室
参
事
　
糟
谷
叙
裕

建
設
部
▼
道
路
建
設
課
参
事
　
中
泉
強
　

▼
公
園
課
施
設
担
当
課
長
　
小
玉
邦
彦
　

▼
建
築
課
長
　
小
玉
充
郎

▼
建
築
課
参
事
　
佐
々
木
修

都
市
整
備
部
▼
都
市
計
画
課
参
事
　
進

藤
康
幸
　
▼
交
通
政
策
課
長
　
桜
庭
静

男
　
▼
建
築
指
導
課
長
　
若
松
康
博

▼
建
築
指
導
課
参
事
　
大
門
良
之

▼
同
　
赤
川
孝
則

▼
秋
田
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理
工
事

事
務
所
参
事
　
奈
良
正
一
郎

秋
田
公
立
美
術
工
芸
短
期
大
学
事
務
局

▼
管
理
課
長
・
兼
附
属
図
書
館
事
務

長
・
兼
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
事
務
長

大
鐘
武
博

▼
管
理
課
学
生
担
当
課
長
　
北
川
嘉
彦

市
立
秋
田
総
合
病
院
事
務
局

▼
総
務
課
参
事
　
村
田
光
男

▼
医
事
課
参
事
　
三
浦
善
仁

会
計
課
▼
課
長
　
斎
藤
徹

▼
参
事
　
三
浦
善
雄

【
課
長
級
】

▼
事
務
局
総
務
課
長
　
佐
々
木
倫
夫

▼
事
務
局
議
事
課
長
　
竹
内
真
理
子

【
課
長
級
】

▼
事
務
局
参
事
　
二
木
正
行

【
次
長
級
】

▼
事
務
局
副
理
事
　
福
井
宗
親

【
課
長
級
】

▼
事
務
局
参
事
　
高
山
信
義

【
次
長
級
】

▼
教
育
次
長

菅
原
真
　
▼
同

奥
瑞
生
　

▼
生
涯
学
習
室
長
・
兼
土
崎
公
民
館
長
・

兼
河
辺
公
民
館
長
・
兼
雄
和
公
民
館
長

菅
原
清
　
▼
女
性
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

鎌
田
順
子
　
▼
中
央
公
民
館
長
・
兼
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
所
長
　
杉
山
重
弘
　

▼
千
秋
美
術
館
副
館
長
・
兼
事
務
長

赤
川
衛
　
▼
文
化
会
館
長
　
石
塚
嗣
己

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
参
事

佐
藤
正
人
　
▼
学
事

課
長
・
兼
河
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
・
兼
雄
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

佐
藤
鋼
一
　
▼
学
校
教
育
課
長

佐
藤

孝
哉
　
▼
学
校
教
育
課
教
職
員
室
長

齋
藤
透
　
▼
教
育
研
究
所
長

相
澤
孝

一
　
▼
文
化
振
興
室
参
事

加
藤
隆
子
　

▼
太
平
山
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
副
所
長

加
賀
谷
睦
知
　
▼
中
央
公
民
館
副
館

長
・
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
所
長

北

村
公
士
　
▼
東
部
公
民
館
長

石
塚
三

和
　
▼
北
部
公
民
館
長

工
藤
淳
　

▼
赤
れ
ん
が
郷
土
館
事
務
長
・
兼
民
俗
芸

能
伝
承
館
事
務
長

中
田
好
彦

▼
御
所

野
学
院
高
等
学
校
事
務
長

佐
藤
久
一

【
次
長
級
】

▼
副
理
事
・
兼
維
持
管
理
課
長
　
青
山

浩
二

【
消
防
監(

次
長
級)

】

▼
消
防
次
長
　
海
野
達
雄
　
▼
同
　
小

林
博
美
　
▼
任
消
防
監
秋
田
消
防
署
長

鈴
木
彦
弥
　
▼
任
消
防
監
土
崎
消
防
署

長
　
保
坂
喜
久
雄

【
消
防
司
令
長(

課
長
級)

】

▼
総
務
課
長
　
佐
藤
好
幸
　
▼
任
消
防

司
令
長
警
防
課
長
　
佐
藤
重
左
ェ
門

▼
救
急
課
長
　
清
野
洋
一
　
▼
予
防
課

長
　
前
田
康
博
　
▼
指
令
課
長
　
吉
成

勉
　
▼
秋
田
消
防
署
副
署
長
・
兼
当
直

長
　
加
賀
谷
英
治
　
▼
秋
田
消
防
署
新

屋
分
署
長
・
兼
当
直
長
　
樋
渡
統
一

▼
土
崎
消
防
署
副
署
長
・
兼
当
直
長

鎌
田
千
尋
　
▼
城
東
消
防
署
長
　
渡
辺

強
　
▼
城
東
消
防
署
副
署
長
・
兼
当
直

長
　
石
川
昌
彦
　
▼
秋
田
南
消
防
署
長

工
藤
春
一
　
▼
任
消
防
司
令
長
秋
田
南

消
防
署
副
署
長
・
兼
当
直
長
　
三
浦
直

志
　
▼
河
辺
消
防
署
長
　
保
坂
昭
弘

▼
任
消
防
司
令
長
河
辺
消
防
署
副
署

長
・
兼
当
直
長
　
保
坂
重
彦

▼
任
消
防
司
令
長
河
辺
消
防
署
雄
和
分

署
長
・
兼
当
直
長
　
寺
山
香

木元浩司

海野容子

市民生活部理事
兼西部市民サー
ビスセンター所長

市民生活部理事
兼土崎支所長

中野鋼一

市民生活部理事兼
秋田市民交流
プラザ管理室長兼
子ども未来部理事

岡田裕一

市民生活部付理事
秋田県後期高齢者
医療広域連合派遣

土田 誠
伊藤 智

安藤正之

商工部長

子ども未来部長
兼福祉事務所
副所長

福祉保健部長兼
福祉事務所長

柴田 守

中央卸売市場長

伊藤隆彦

建設部長

小松眞史 佐々木淳一

瀧 維久子

市立秋田総合
病院長

会計管理者

都市整備部長

福田恵一

監査委員
事務局長

木村俊之

上下水道局理事

議
会

消
防

教
育
委
員
会

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会

上
下
水
道
局
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市
で
は
昨
年
６
月
、
庁
舎
整
備
の
方
向
性

に
つ
い
て
「
分
館
を
活
用
し
な
が
ら
現
在
地

に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
」
と
い
う
方
針
を
決

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら(

※)

、
新
庁
舎
の

規
模
や
機
能
、
事
業
方
式
な
ど
を
ま
と
め
た

「
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」
を
３
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
建
設
計
画
は
上
図
に
あ
る
６
つ

の
基
本
方
針
を
軸
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
想

定
す
る
床
面
積
は
約
３
万
２
千
㎡(
改
修
し

て
使
用
す
る
分
館
を
含
む)

。
機
能
別
に
必

要
面
積
を
割
り
出
し
、
ま
た
、
将
来
の
職
員

数
に
国
の
算
定
基
準
よ
り
も
低
い
係
数
を
乗

じ
て
算
出
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
特
徴
の
一
つ
は
、(

仮
称)

中
央

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化
す
る
こ

と
で
す
。
市
民
協
働
・
交
流
の
場
と
し
て
、

現
在
、
文
化
会
館
に
あ
る
中
央
公
民
館
の
機

能
に
加
え
、
子
育
て
支
援
や
地
域
活
動
支
援

な
ど
の
機
能
も
備
え
ま
す
。
貸
し
館
ス
ペ
ー

ス
・
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
・
地
域
活
動
支

援
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
約
３
千
㎡
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
庁
舎
に
は
多
目
的
ス
ペ

ー
ス
や
市
民
情
報
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
し
、
市

民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
力
が
結
集
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
と
な
る
「
新
し
い
公
共
」
を
推
進
す
る
う

え
で
、
新
庁
舎
が
そ
の
拠
点
と
な
る
よ
う
整

備
を
進
め
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
新
庁
舎
が
市
民

の
命
を
守
る
た
め
の
防
災
拠
点
と
な
る
よ

う
、
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
部

を
共
用
化
し
て
複
合
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
災
害
対
策
活
動
の
司
令
塔
と
し
て
の
機

能
も
備
え
ま
す
。

新
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
環
境
に
対

す
る
配
慮
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
然

採
光
の
確
保
、
太
陽
光
発
電
、
雨
水
利
用
な

ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
を
高
め
、
環
境
負

荷
を
低
減
す
る
庁
舎
を
め
ざ
し

ま
す
。

訪
れ
る
す
べ
て
の
人
に
対
し

て
安
全
で
、
分
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
庁
舎
　

。
新
庁

舎
は
通
路
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

窓
口
フ
ロ
ア
、
ト
イ
レ
な
ど
を

誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る
よ

う
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

(

左
上
図
参
照)

」
を
採
用
し
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
は
利
用
実
態
に

基
づ
い
て
収
容
台
数
を
470
台(

現

在
は
389
台)

と
し
、
効
率
的
に
配

置
し
て
利
便
性
を
高
め
ま
す
。

新
庁
舎
の
整
備
に
は
、
分
館

の
改
修
費
用
な
ど
を
含
め
る
と

約
130
億
円
か
か
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
整

備
費
用
に
は
、
平
成
３
年
か
ら
積
み
立
て
て

き
た
庁
舎
建
設
基
金
83
億
円
と
合
併
特
例
債

46
億
円
、
そ
し
て
一
般
財
源
１
億
円
を
充
て

る
予
定
で
す
。

今
後
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
新
庁

舎
の
具
体
的
な
配
置
や
経
費
は
、
決
ま
り
し

だ
い
広
報
あ
き
た
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

建設基本構想
新庁舎

新
し
い
庁
舎
の

建
設
に
あ
た
っ
て

新
庁
舎
建
設
室
☎(

８
６
６)

８
９
１
５

市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

を
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
新
し
い

庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
規
模
と
機
能

※ユニバーサルデザイン：年齢や障がいの有無などに
かかわらず、できるだけ多くの人が利用しやすいよ
うにデザインすること。

※
昨
年
12
月
に
行
っ
た
意
見
募
集
で
は
637
件

の
ご
意
見
を
、
ま
た
、「
市
民
100
人
会
」

の
み
な
さ
ん
か
ら
も
100
件
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

新
庁
舎

建
設
予
定
地

＊
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
は
新
庁
舎
建
設
室

(

分
館
２
階)

、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

23
年
度�

基
本
設
計

24
年
度�

実
施
設
計

25
年
度�

建
設
工
事
を
着
工

27
年
度�

新
庁
舎
が
竣
工

28
年
度�

現
庁
舎
の
解
体
、外
構
工
事

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

市
民
の
た
め
の

機
能
を
充
実
！

●子育て
支援機能

議会(議場など)

●社会教育
事業の場

など
防災機能

●地域活動
支援機能

新庁舎

中
央
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

行政機能
(窓口、各課所室)
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専
門
相
談
の
５
月
の
日
程

各種相談は
こちらへ！

くらしの中の契約、商品やサービス、悪質商法などの相談・苦
情をお聴きし、トラブル解決のため助言やあっせんを行います。
また、多重債務でお悩みのかたの相談も受け付けています。

市役所１階の市民相談室が、４月から「市民相談センター」になりました。センターでは
引き続き無料専門相談や市民相談を行うほか、これまで市消費者センターで行っていた消費
生活相談なども行っています。どうぞご利用ください。

◆
専
門
相
談

◆消費生活相談・多重債務相談

市民相談センター

受付時間�平日午前８時30分～午後５時15分

震災に関連した
義援金詐欺や
便乗商法にご注意！

地震災害に便乗した義援金
詐欺や、住宅などの点検商法
に気をつけましょう。不審に
思ったら市民相談センターへ。

消費生活担当☎(866)2016

相
談
担
当
☎(

８
６
６)

２
０
３
９

広報あきた 平成23年４月15日号11



60歳以上のかたが対象です。

高齢者学級へどうぞ

けやき大学「実用書道教室」
紙と書道用具をお持ちください。
日時／５月11日(水)から８月24日
(水)までの第２・第４水曜日に８
回、午後１時30分～３時30分
会場／秋田市老人福祉センター
(八橋) 受講料／無料　定員／40
人(抽選) 申し込み／４月22日
(金)まで秋田市社会福祉協議会
☎(862)7445(10:00～15:00)

北部高齢者大学　対象地域／北部
日時／５月18日(水)から来年３月
まで月１回、午後１時30分～３
時 会場／北部公民館 年会費／
2,000円 申し込み／４月18日
(月)午前９時から28日(木)午後５時
まで北部公民館☎(873)4839

しおかぜ大学
対象地区／土崎・将軍野・寺内・
外旭川　日時／５月31日(火)から
来年３月まで月１回、午後１時
30分～３時　会場／北部市民サ
ービスセンター、将軍野・寺内・
外旭川地区コミセン 参加費／
1,500円　申し込み／５月９日
(月)まで土崎公民館☎(846)1133

認知症は誰にでも起こりうる脳の病気によるもので、85
歳以上では、４人に１人に症状があると言われています。認
知症の正しい知識を持ち、認知症のかたや家族を温かく見守
ることが大切です。

認知症かなと思ったら

認知症についての基礎知識、認知症のかたへの接し方など
を学びます。認知症サポーターはどなたでもなることができ
ます。講師を派遣しますので、５人以上(会社、学校、友人な
ど)でお申し込みください。介護・高齢福祉課☎(866)2095

◆お住まいの地域を担当する地域包括支援センター、在宅介
護支援センター(担当するセンターが分からない場合は、
介護・高齢福祉課☎(866)2095)

◆秋田県認知症コールセンター(秋田県長寿社会振興財団内。
平日の午前９時～午後５時)☎(829)2275

「認知症かな」と心配になったら下記へ相談を

認知症サポーター養成講座(無料)

認知症の可能性あり認知症の可能性あり

食べたものを思い出せない

食べたこと自体を思い出せない
(体験したことを全部忘れる)

単なるもの忘れ

今冬の道路除排雪
１月は平年より気温が低く、降雪量は“平成18年豪雪”以来

の高い値を記録しました。市では地区担当職員を配置して現地
確認体制を充実させ、効果的な除排雪に努めました。

秋田市道路除排雪対策本部☎(864)3643

１月に連続的な降雪 除排雪稼働日数は昨冬を５日上回る54日

昨冬より雪が多く降った今冬。累加降雪量は昨年度を86㌢超える401㌢

でした(３月29日現在)。特に１月は連続的な降雪があり、降雪量が同月の観

測史上第３位となる188㌢に達しました。また、２月11日には積雪深が43

㌢を記録し、秋田市の警戒積雪深である40㌢を一時的に超えました。

今冬の除排雪経費は19億９千万円

秋田市の降雪量
(秋田地方気象台)

単なるもの忘れと認知症の違いは？(例)

１月の降雪量は、昨冬や平成18
年豪雪を大きく超える188㌢に

22年度の除排雪経費は約19億９千万円(３月21日現在)で、21年度の約

12億３千４百万円から約７億６千万円増えました。１月は連続的な降雪に

伴い、全市一斉の除排雪を３回行いました。また、２月４日には季節はずれ

の降雨で圧雪道路がゆるんだため、全域的に除排雪作業を行いました。

12



日時／４月28日(木)から10月27日
(木)まで第２・第４木曜日(８月の第
４木曜を除く)、午前９時30分～11
時30分　会場／県スポーツ科学セン
ター(八橋)周辺　参加費／無料(希望
者は保険料１回30円) 定員／70人
●申し込み 秋田県スポーツ科学セ
ンター☎(864)7911

対象／市内在住・在勤のかた(学生
は参加できません)
チーム編成／１チーム12人以内。
コート内でプレーするメンバーは、
常に男女各４人です
日時／５月22日(日)午前９時～　
会場／市立体育館　
参加費／１チーム2,000円
●申し込み 市立体育館にある申込
書に参加費を添えて、５月13日(金)
まで、市立体育館事務室へ。詳しく
はスポーツ振興課☎(866)2247

５月のプール健康増進教室 開講日
は５月10日(火)から31日(火)までの
火・水・金曜日。水中歩行、初級～
上級水泳を受講できます(日にちによ
ってメニューが違います)。全日程受
講可能なフリーコースが4,000円、
１日体験コースが550円(いずれも
入館料別)。申し込みは、クアドーム
ザ・ブーン☎(827)2301

バス送迎付き健康講座 水中歩行と
水泳(火曜日は初級者向け、金曜日は
初級～上級者向け)。５月10日(火)・
13日(金)・17日(火)・20日(金)・24日
(火)・27日(金)・31日(火)、午前９時
45分秋田駅東口発、午後３時秋田駅
着。受講料各1,050円(入館料含む)。
申し込みは、４月22日(金)午前９時
からザ・ブーン☎(827)2301

高血圧の基礎知識や予防法を学びま
す。調理実習や体操などの実習も。
日時／５月28日(土)、６月18日
(土)・25日(土)、７月９日(土)・16日
(土)、午前10時～正午　
会場／聖霊女子短期大学(寺内)
参加費／1,000円　定員／20人
●申し込み 聖霊女子短期大学

☎(845)4111

肥満、高血圧、糖尿病のかたなどの
食事の相談に、栄養士が個別に応じ
ます。無料。
日時／４月26日(火)午前10時～午後
２時30分　会場／市保健センター
(八橋) 定員／先着５人
●申し込み ４月18日(月)午前８時
30分から保健予防課☎(883)1178

寝たきりや認知症のかたなどを家庭
で介護しているかたが対象。４月28
日(木)午後１時30分～３時、市保健
センター(八橋)で。無料。直接会場
へ。詳しくは在宅介護者のつどい代
表の廣田さんへ。☎(863)0935

がんの痛みの治療教室 医療用麻薬、
緩和ケアなどを学びます。４月19日
(火)、５月25日(水)、午後２時～、秋田
大学医学部附属病院外来ホールで。
無料。直接会場へ。詳しくは同病院
医療サービス室☎(884)6039
がんを治すための料理教室 がんを
治すための理想的な食事の調理。５
月29日(日)午前10時～正午、遊学舎
(上北手)で。参加費1,500円。定員
20人。申し込みは、５月20日(金)ま
で、がん患者会「いのちの田圃の会」
の佐藤さん☎(832)8825

参加無料。申し込み方法など詳しく
は、秋田県障害者スポーツ協会へ。
☎(864)2750 ファクス(874)9467
障がい者スポーツを楽しむ日　
身体・知的・精神に障がいがあるか
たが対象。障がい者スポーツ推進員
と一緒にいろいろなスポーツを楽し
もう。競技用具などは貸し出します。
日時／第２・第４木曜日、午後６時～
８時　会場／県心身障害者総合福祉
センター(旭北栄町)、県勤労身体障害
者スポーツセンター(新屋下川原町)
障がい者スポーツ教室　
身体・知的・精神障がいがある在宅
のかたが対象です。時間は午前10
時～11時30分。会場は県勤労身体
障害者スポーツセンター(新屋下川
原町2-4)
４月18日(月)＝フライングディスク
５月９日(月)＝ディスクゴルフ
６月６日(月)＝卓球バレー　　

健康

食
しょく

生
せい

活
かつ

健康
けんこう

相談
そうだん

がんの教
きょう

室
しつ

ザ・ブーンの健康
けんこう

講
こう

座
ざ

あきた元
げん

気
き

アップウオーキング教
きょう

室
しつ

秋田わか杉国体記念

８人制
にんせい

バレーボール男
だん

女
じょ

混
こん

合
ごう

大
たい

会
かい

在宅介
ざいたくかい

護
ご

者
しゃ

のつどい

障
しょう

がい者
しゃ

スポーツ教
きょう

室
しつ

家族ふれあいサンサンデー 各小学校区内のかたが対象です。５月から11
月(８月を除く)までの第３日曜日、午前９時～正午
小学校指定開放 各小学校区内のかたで、10人未満のグループや個人が対
象です。４月から11月までの毎週水曜日、体育館＝午後７時～９時、グラ
ウンド＝午前６時～７時30分

市立小学校の体育館とグラウンドを無料で開放しています。家族や地域
の交流の場にどうぞ。事前の申し込みは必要ありません。なお、学校の行
事などのため開放しない場合があります。スポーツ振興課☎(866)2247

小学校の体育館と
グラウンドを無料開放！

● あなたのとなりに
元気な笑顔

健 康

高
こう

血
けつ

圧
あつ

予
よ

防
ぼう

教
きょう

室
しつ
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４月・５月連休の診療予定

童委員の折原さん☎(835)5384
はとぽっぽ　就園前の親子が対象
です。時間は午前10時～11時30
分。参加費各500円(初回時に集め
ます)。直接会場へどうぞ。詳しく
は、飯島地区主任児童委員の椎川
さん☎(846)3590
飯島南ちびっこ広場＝５月10日
(火)から毎月第２・４火曜日、飯島
南児童センターで
飯島ちびっこ広場＝５月17日(火)
から毎月第１・３火曜日、飯島児
童センターで

生後２か月～１歳の保護者が対象。
会場はひよっこサロン(南通)。申
し込みは、４月18日(月)午前10時
からばっけの会へ。☎(834)4733
ベビーマッサージ　５月10日
(火)・24日(火)、午前10時30分～
正午。参加費1,500円。定員７組
ママとベビーのファーストサイン
赤ちゃんが何を訴えているのかが
分かるよう、親と子のコミュニケ
ーションなどを学びます。５月10
日(火)・24日(火)、午後１時30分～
３時30分。参加費1,500円。定員
７組

アルヴェ５階の子ども未来センタ
ーでは、専門の相談員が虐待や子
育て、女性の悩みなどの相談に電
話や面接で応じています。心配事
や不安を一人で抱え込まず、どん
な小さな事でもご相談ください。
話すことで気持ちが楽になります。
相談無料。プライバシー厳守。面
接相談は予約が必要です。
相談日時　月曜～土曜日、午前９
時～午後６時
相談電話　●子育てと女性の悩み
相談☎(887)5339
●家庭教育相談(子どもの発達・障
がい・不登校)☎(887)5337

ばっけの会
かい

の催
もよお

し

申し込み 子ども未来センター☎(887)5340

アルヴェ子ども未来センターで

子育てボランティアを募集
高校生以上のかたが対象です。子育てボランティアになり、ア

ルヴェ子ども未来センターで絵本の読み聞かせや教材づくりなど
をして、子どもたちとふれあってみませんか。下記の研修を受講
後、登録して活動していただきます。

講義(必修)�５月11日(水)午前10時～午後２時30分
体験実習(自由参加)�いずれも午前９時～正午
ふれあい遊び＝５月12日(木)・19日(木)・24日(火)
絵本の読み聞かせ＝５月17日(火)
工作遊び＝５月18日(水)・26日(木)
うた遊び＝５月21日(土)
会場�アルヴェ４階洋室Bほか

診療時間�19：30～22：30
診療科目�小児科、耳鼻咽喉科

夜間

診療時間�９：30～15：30
診療科目�小児科、眼科

●日曜、祝日に眼科を受診するかたは、在宅の当番医を
紹介しますので、電話でご連絡ください。
●上記診療時間・科目以外の受診は、市立秋田総合病院、
秋田組合総合病院、秋田赤十字病院、中通総合病院へ。

日曜
祝日

夜間休日応急診療所
☎(832)3333

岩見三内児童室ができました！
児童たちの放課後の遊び場

「児童室」。この春、岩見三内児
童室が新しくオープンしました。
新しく建てられた岩見三内小学
校の図書コーナー、生活科室を
利用して開設しました。新しい
児童室に子どもたちも大喜び！

お子さんの急病は

子
こ

ども未
み

来
らい

センターの悩
なや

み相
そう

談
だん

♪
♪

み
ん
な
仲
良
し
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会場は、市保健センター(八橋南一
丁目)。離乳食の進め方、食品の調
理法、試食、個別相談など。受講
無料。申し込みは、４月18日(月)
午前８時30分から、子ども健康課
へどうぞ。☎(883)1175
初期離乳食教室
対象／生後４か月～５か月の親子
日時／５月９日(月)午前10時～11
時30分　定員／先着45組
中期離乳食教室
対象／生後６か月～７か月の親子
日時／５月16日(月)午前10時～
11時30分　定員／先着30組

秋田市に住民票がある、開催日に
妊娠16週～35週の妊婦さんとパ
ートナーが対象です。赤ちゃんの
お風呂の入れ方体験、助産師の講
話など。参加無料。
日時／５月28日(土)午後１時～３
時40分　会場／市保健センター
(八橋) 定員／30組(抽選)
●申し込み　往復はがき、または
封書(返信用のはがきを同封)で、
往信用に、住所、２人の氏名(ふり
がな)・年齢、電話番号、５月28
日現在での妊娠週数、出産予定日
を、返信用に住所、氏名を書いて、
５月９日(月)(必着)まで、〒010-
0976八橋南一丁目８-３子ども健
康課☎(883)1174

妊娠の届け出をしたかたに母子健
康手帳を、秋田市に住民票があるか
たへは妊婦健康診査受診票もさし
あげています。受診票を使うと妊
婦歯科健診(１回)、子宮頸がん検査
(１回)、クラミジア検査(１回)、妊
婦一般健診(14回)を無料で受ける
ことができます(妊婦の状態によっ
ては自己負担があります)。詳しく

は子ども健康課へ。☎(883)1174
届け出窓口 子ども健康課(市保健
所２階)、市民課、土崎支所、西部
市民サービスセンター、アルヴェ
駅東サービスセンター、河辺市民
センター、雄和市民センター、岩
見三内連絡所、大正寺連絡所

参加無料。直接会場へどうぞ。詳
しくは、アルヴェ５階の子ども未
来センターへ。☎(887)5340
あそびのとびら 就学前の親子が
対象です。手遊びや絵本の読み聞か
せなど。４月20日(水)午前10時30
分～11時、子ども未来センターで
つくっチャオ 就園前の親子が対
象です。身近な材料でこいのぼり
作り。４月28日(木)午前10時30
分～11時、子ども未来センターで
こんにちは広場 就園前の親子が
対象です。手遊びや親子の遊び。
東児童センター�５月10日(火)午
前10時～　
寺内児童センター�５月11日(水)
午前10時～　

保育所開放　０歳～５歳の親子が
対象です。時間は午前９時45分～
11時。無料。直接各保育所へ。
４月19日(火)
港北保育所☎(845)7166
保戸野保育所☎(823)6928
４月20日(水)
雄和中央保育所☎(886)2595
土崎保育所☎(845)1571
４月21日(木)
川添保育所☎(886)2139
新波保育所☎(887)2014
４月26日(火)
手形第一保育所☎(834)0766
４月27日(水)
川口保育所☎(832)4582
５月11日(水)
勝平保育園☎(823)4520

青空保育　お子さんを公園で遊ば
せながら保護者同士で交流しませ
んか。時間は午前10時10分～10
時50分。参加無料。雨天中止。
４月20日(水)�川口街区公園・川
口保育所☎(832)4582
４月26日(火)�寺内保育所園庭

☎(863)6253

すこやか広面　０歳～５歳の親子
が対象です。４月18日(月)・25日
(月)、午前10時～11時30分、広面
児童館で。保険料１回１組50円。
直接会場へどうぞ。詳しくは、広
面地区主任児童委員の佐々木さん

☎(832)2172
このゆびとまれ！ 就園前の親子
が対象です。４月19日(火)午前10
時～正午、明徳児童センターで。
参加無料。直接会場へどうぞ。詳
しくは、明徳地区主任児童委員の
田中さん☎(831)8089
とんとんクラブ　３歳未満の親子
が対象です。４月20日(水)午前10
時～11時30分、下北手児童セン
ターで。参加無料。直接会場へ。
詳しくは、下北手地区主任児童委
員の中村さん☎(835)8343
きりんクラブ 就学前の親子が対
象です。４月22日(金)午前９時30
分～11時、築山児童センターで。
参加無料。直接会場へどうぞ。詳
しくは、築山地区主任児童委員の
藤原さん☎(833)6743
しゃぼんだま広場 就学前の親子
が対象です。４月22日(金)午前10
時～11時30分、四ツ小屋児童セ
ンターで。無料。直接会場へどう
ぞ。詳しくは、四ツ小屋地区主任
児童委員の伊藤さん☎(839)3891
東きらきらくらぶ ０歳～５歳の
の親子が対象です。４月26日(火)
午前10時～正午、東児童センター
で。保険料１組30円。直接会場へ
どうぞ。詳しくは、東地区主任児

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児

子
こ

ども未
み

来
らい

センターの催
もよお

し

保
ほ

育
いく

所
しょ

で遊
あそ

ぼう！

あそびにおいで！

市
し

保
ほ

健所
けんじょ

の離
り

乳食教
にゅうしょくきょう

室
しつ

２人
ふたり

でTry！パパ・ママれっすん

平成23年度の子ども手当
平成23年度の子ども手当については、市ホームペー

ジや５月以降の広報あきたでお知らせします。

お子さんが生まれた場合は、市の窓口など(公務員の

かたは勤務先)へお問い合わせください。

子ども未来部子ども総務課☎(866)2072問い合わせ　

妊
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の届
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で

はお早
は や

めに
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ボランティア募集

４/15(金)�４/19(火)
●市の平成23年度新規事業
を紹介(その１)

●ほっと情報

４/20(水)�４/26(火)
月～木　午前10時30分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

15
分 ●４/24(日)午前７時30分～ ABSおはよう秋田市長です「最新の市政情報」

AAB おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組 AKT こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報広聴課へ！
☎(866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５時55分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●市議会議員選挙のお知らせ●住宅用火災警報器を設置しよう

●「広報あきた」からエフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後2 時00分～

金　午前11時25分～
土 午前11時40分～
日 午前11時55分～

※５分間テレビ番組は、秋田ケーブルテレビでも放送しています。

●４月24日(日)は市議会議員
選挙投票日です

●市の平成23年度新規事業
を紹介(その２)
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編
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９
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日時申
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員

問 配布場所
マ
ッ
プ
で
文
化
財
探
し

８月３日(水)～６日(土)に行われる竿燈まつりの個人向け(14
人以下)観覧席を、５月２日(月)午前10時から販売します。イン
ターネット(24時間)でも申し込みできます。うちわ(100円)、
公式Ｔシャツ(2,000円)も同時販売！

枡席(ローソン大町二丁目店前。１枡６人まで)…20,000円
Ｓ席(中央道路壁上ひな壇)…2,500円
Ａ席(上記以外のひな壇、長いす)…2,000円

５月２日(月)午前10時販売開始

②窓口…(財)秋田観光コンベンション協会(大町二丁目
２-12 イーホテル秋田１階)で受け付けます
③電話(866)9977
④ファクス(866)9978…申込書はホームページから

料 金

竿燈観覧席予約センター

＊大人・子どもとも同額。座席を必要としない乳幼児は無料。
＊入金後の払い戻し、雨天中止による払い戻しはできません。

(平日の午前10時～午後５時)

①インターネット(24時間) http://www.kantou.gr.jp/

文
化
財
マ
ッ
プ

で
き
ま
し
た

【個人向け14人以下】

竿燈
観覧席

申し込み

新屋
地区編

16

太平川観桜会
�４月17日(日)～28日(木)
高清水公園桜まつり
�４月20日(水)～５月１日(日)

桜の名所は
まだまだあるよ！

あきた千秋公園
桜の会

４月20日(水)～５月１日(日)
今年は桜のライトアップ、ステージイベ

ントは中止し、被災地支援の義援金箱や
大型メッセージボードを設置します。詳
しくは市ホームページをご覧ください。
http://www.city.akita.akita.jp/city/in
/cm/sakura/

※木や芝を傷つける場所取りは撤去します。
また、ごみの持ち帰りにご協力ください。

がんばろう東北！

問い合わせ 観光物産課☎(866)2112



広報クイズ●広報クイズは、毎月第３
金曜日発行号に掲載。
正解者には、抽選で10人
に「図書カード1000円分」
をプレゼント！　
広報あきたや市政テレビ

番組の感想、気ままなひと
ことを添えて、ご応募くだ
さい。

市役所１階の市民相談室は４月から
「市民相談●●●●」になり、消費生活
相談も受け付けます。●に入るのは？

はがき、ファクス、Ｅメールに、答えと住
所、氏名(ふりがな）、年齢、電話番号を書
いて、４月25日(月)(必着)まで、
〒010－8560秋田市役所広報広聴課
ファクス(866)2287
Ｅメール ro-plpb@city.akita.akita.jp

２

１
応
募
方
法

※答えは４月１日、15日号の｢広報あきた｣の記事中に！

224

災害時の安否確認は「災害用伝言ダイ
ヤル●●●」へ電話しましょう。●に
入る数字は？

※Ｅメールで応募するかたは、件名を「広
報クイズ」としてください。
※当選した際、氏名の掲載を希望しないか
たは、氏名と一緒にペンネームなどをお
書き添えください。

●３月18日号の当選者
前回のクイズの答え 問１＝「分別」 問２＝「ユービス」
応募総数156通、全問正解149通でした。
当選者�A.K(将軍野)、川村幸子(下浜)、岸田麻衣子(手形)、桜っ子(河辺)、佐藤幸子(将軍野)、山河(将軍
野)、戸田ヒサ子(旭川)、中田ヨシ子(土崎)、矢守彩由美(飯島)、ゆうわのバアー(雄和) ＝敬称略＝

読者のひとことは
４～５ページで紹介！

写真絵はがきを中心にした資料をもとに、明
治から昭和にかけての秋田市を紹介し、時の移
り変わりをたどります。

※４月18日(月)～22日(金)は臨時休館します。

４月23日(土)�６月26日(日)
午前９時30分～午後４時30分

問い合わせ 赤れんが郷土館☎(864)6851

一般200円、中学生以下無料

大
正
〜
昭
和
初
期
の
大
町
通

り
を
題
材
に
し
た
絵
は
が
き

名刺をもっと
ユニークに！

ユニークな名刺は、ボランティアやNPOな
どの市民活動に役立ちます。秋田デザインサ
ポート会議代表の澁谷和之さんが、自分で制
作できる、既存の枠にとらわれない名刺の作
り方を教えます。受講無料。定員20人。

５月12日(木)
アルヴェ３階市民交流サロン

市民活動なんでも講座

午後７時～９時

５月11日(水)午後７時まで、
市民交流サロン☎(887)5312

申し込み

絵はがきでたどる
思い出の秋田市

赤れんが
郷土館
企画展

広報あきた 平成23年４月15日号17

広報あきたの

広報あきたの最終面に毎号掲載
している広告は、(株)アド東北が
取り扱っています。広告の掲載方
法や料金など詳しくは、(株)アド
東北へお問い合わせください。

(株)アド東北☎(863)6611

広報あきたは、４月１日号から(株)青いポスト
21☎(865)6383が、各世帯へ配布しています。広
報が自宅に届かないかたや、配布を希望する事業
所のかたは、広報広聴課へご連絡ください。

☎(866)2034

配布

広報あきたの 広告

５月５日(木)
午前９時30分～正午
八橋運動公園
はしご車や救助工作車がやって来

る！ 消防服や救助服での記念撮影、
ちびっこレスキュー体験など、楽しい
催しいっぱいだよ。みんなで来てね!!

市消防本部予防課☎(823)4247
問い合わせ　

雨天中止
消
防
と

子
ど
も
の
集
い

※自家用車での来場はご遠慮ください。



田大学教育文化学部の斎藤さん
☎(889)2647

秋田市管弦楽団ファミリーコンサート
シューベルトの劇音楽「ロザムンデ」
など。楽器体験も。直接会場へ。
日時／５月１日(日)午後２時～　
会場／遊学舎(上北手) 入場料／無
料　問い合わせ／秋田市管弦楽団事
務局の伊藤さん☎(823)1192
クローバーピアノコンサート　
チャイコフスキー、ドビュッシー、
ショパンなどの曲をピアノで演奏。
日時／５月８日(日)午後１時30分～　
会場／文化会館小ホール
入場料／中学生以上1,500円、小学
生500円、０歳～未就学児は無料
問い合わせ／コンサート実行委員会
の国枝さん☎090-6124-9736
国際ソロプチミスト秋田チャリティ
コンサート　オペラ歌手５人のユニ
ット「LEGEND」のコンサート。収
益金の一部を東日本大震災の復興支
援や青少年健全育成支援に使います。
日時／５月27日(金)午後６時30分～　
会場／アトリオン音楽ホール　入場
料／前売り3,000円、当日3,500円
問い合わせ／国際ソロプチミスト秋
田の西村さん☎090-2602-9465

日時／５月22日(日)午前７時30分に
仁別国民の森旭又駐車場に集合
参加費／500円
●申し込み 秋田清掃登山連絡協議
会の大山さん☎080-1654-5240

仁別国民の森にある仁別森林博物館
が開館します。案内人による館内・
散策路案内やクラフト体験も。
開館日／４月29日(金)から10月31
日(月)までの毎週月・金・土・日曜

日と祝日。11月１日(火)～３日(木)
開館時間／午前10時～午後５時(10
月以降は午後４時まで)
●問い合わせ　東北森林管理局国有
林野管理課企画係☎(836)2025

県内企業の採用担当者との個別面談
など。参加無料。直接会場へ。
対象／大学、短大、高専などを来年
３月に卒業予定または既卒のかた
日時／５月９日(月)午後１時～５時
会場／秋田ビューホテル
●問い合わせ　県雇用労働政策課

☎(860)2335

秋田県児童会館の「みらいあボラン
ティア」 高校生以上のかたを対象
に、子どもたちとふれあい、講座・
イベントなどの活動を行うボランテ
ィアを募集します。
問い合わせ／秋田県児童会館の古谷
さん☎(865)1161
心の自由空間「ユックリン」
精神障がい者の交流の場「心の自由
空間 ユックリン」(旭北栄町２-34
長門第１ビル２階)で、掃除や食器
洗いなどをしてくれるボランティア
を募集します。活動は週１回から、
１回３～５時間程度。問い合わせ／
月・水・金曜日、午前10時～午後
３時にNPO法人秋田県心の健康福祉
会の藤原さん☎(867)1670

キャリアカウンセリング相談
社会に出ることや仕事をすることに
不安や抵抗を感じている若者(原則
15歳～39歳)や保護者に対して、個
別相談やトレーニングなどを行いま
す。要予約。日時／月曜～土曜日、
午前９時～午後６時　会場／秋田テ
ルサ３階(御所野) 申し込み／サポ
ートステーションあきた

☎0120-001-683

多重債務相談 借金問題の相談に応
じます。相談は平日午前８時30分～
午後５時15分、秋田第二合同庁舎３
階(山王七丁目)で。詳しくは、東北
財務局秋田財務事務所☎(862)4196
司法書士総合相談センター 会場は
秋田県司法書士会館(山王六丁目３-
４)。不動産登記、多重債務、成年後
見などの相談に応じます。毎週水曜
日＝午後１時30分～４時30分(先着
各８人) 毎週月・火・木・金曜日＝
午後１時30分～３時(先着各２人)
予約電話／同センター☎(824)0055
行政書士相談会 遺言、相続、契約、
法人設立、農地転用などの相談に応
じます。第３木曜日、午後１時～４
時、秋田県教育会館４階(山王四丁
目)で。面談は要予約。電話相談は
秋田県行政書士会☎(864)3098
交通事故相談 補償や交渉の仕方な
どに電話や面接で応じます。平日の
午前９時～正午と午後１時～５時、
秋田自動車保険請求相談センターで
(山王二丁目１-43)☎(823)5922
＊弁護士相談も行っています(要予
約) 毎月第２・第４木曜日、午後
１時～４時、同センターで。予約
は同センターへ。☎(823)5922

福祉サービスに関する苦情相談
「思っていたサービスと違う」「詳し
く説明してくれない」などの不満や
要望を、利用している事業所の担当
者に直接話しにくい場合や、話し合
ってもなかなか解決しないときは、
秋田県福祉サービス相談支援センタ
ー(秋田県社会福祉協議会内)にご相
談ください。
相談電話／(864)2726(平日の午前
８時30分～午後５時)
暮らしなんでも相談 労働、金融、
福祉、税務などの相談に、面接や電
話で応じます。平日の午前10時～
午後５時、ライフサポートセンター
あきた(中通のフォーラムアキタ内)
で。申し込みは、ライフサポートセ
ンターあきた☎0120-980-669
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５月３日(火)�水中宝探し大会。定員100人。
５月４日(水)�かき氷早食い競争 定員50人。
５月５日(木)�１(ワン)ピースをさがせ プール室
に隠された文字などを探そう！ 定員50人。

■プールお楽しみイベント

■展望風呂で菖
しょう

蒲
ぶ

湯　端午の節句にちなみ、５月５
日(木)は、展望風呂内の岩風呂で菖蒲湯を楽しめます。

■５月５日(木)は、中学生以下は入館料無料！

４歳～小学生が対象です。時間は午後２時から。
参加無料。プールサイド・カフェテリアを利用した
かたにイベント参加券を配ります。
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連休はザ・ブーンで！
クアドーム ザ・ブーン☎(827)2301

震災によりお休みしているプールは、近日中に再開
予定です。詳しくはお問い合わせください。



サイエンスショーと植物の観察実
験。参加無料。観察実験は事前に申
し込みが必要です(先着20人)。
対象／小学生以上(小学３年生以下
は保護者同伴) 日時／５月８日(日)
午後１時～２時30分　
会場／アルヴェ４階自然科学学習館
●観察実験の申し込み　４月19日
(火)午前９時から、自然科学学習館
(月曜休館)☎(887)5330

参加無料。直接会場へどうぞ。
日時／５月６日(金)・20日(金)、午
後７時～９時　
会場／サンパル秋田(文化会館内)
●問い合わせ　東南北会 西馬音内
盆踊りサークル代表の中川さん

☎090-5831-5799

長者の山や秋田長持唄など６曲を学
びます。受講無料。
日時／５月11日(水)と、５月12日
(木)から10月27日(木)までの木曜日
に12回、午後２時～３時30分　会
場／民俗芸能伝承館　定員／80人
(抽選) ●申し込み　往復はがき
(１人１通)に、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて４月25日(月)ま
で、〒010-0921大町一丁目３-30
民俗芸能伝承館☎(866)7091

会場は聖霊女子短期大学(寺内)。申
し込みは同大学へ。☎(845)4111
着物のリメイク タンスに眠ってい
る和服で洋服を作ってみませんか。
日時／６月１日(水)・15日(水)・29日
(水)、７月13日(水)・20日(水)、午前

10時～正午　受講料／１,000円
定員／10人
親子で楽しく遊ぼう　工作や運動、
歌などで遊ぼう。対象／４歳～小学
２年生の親子　日時／６月18日
(土)・25日(土)、７月９日(土)・16日
(土)・23日(土)、午後１時～３時　
参加費／１,000円　定員／20組

語学(英語、ロシア語、中国語、韓
国語)初級・中級やパソコン基礎・
応用、郷土史などを学びます。
対象／社会人　日程／語学は５月か
ら９月まで週２回、パソコン・郷土
史は週１回　会場／秋田明徳館高校
(中通二丁目) 受講料／各3,500円
定員／各25人(パソコンは各15人)
●申し込み 同校事務室にある申込
用紙を記入し４月20日(水)(必着)ま
で、郵送またはお持ちください。
〒010-0001中通二丁目１-51 秋
田明徳館高校☎(834)0473

秋田テルサ(御所野)で開きます。時
間は午前10時～午後１時。申し込
みは秋田テルサへ。☎(826)1800
米粉の巻物�５月16日(月)
受講料／1,800円　定員／20人
秋田のおかず寒天�５月18日(水)
受講料／1,800円　定員／20人
草餅とカステラ�５月20日(金)
受講料／1,800円　定員／16人
春の膳 会席料理�５月25日(水)
受講料／1,900円　定員／24人

サクランボ、バラの花の巻きずし�５月27日(金)
受講料／1,800円　定員／24人

視覚障がい者のための点訳・音訳の
技術を学びます。説明会終了後、講
座の申し込みを受け付けます。教材
費実費。定員は各10人。
日時／説明会＝５月12日(木)午前10
時～11時45分　養成講座＝６月か

ら来年３月までに30回(点訳は毎週
水曜日、音訳は毎週木曜日)、午前
10時～正午　会場／県点字図書館
●申し込み　県点字図書館 ボラン
ティア養成講座係☎(845)0031

甲種防火管理新規講習
対象／事業場などで管理的または監
督的な地位にあり、防火管理業務を
行おうとするかた　
日程／５月25日(水)・26日(木)
会場／文化会館　受講料／5,000円
(テキスト代含む) 申し込み／４月
18日(月)から５月６日(金)まで市消
防本部予防課☎(823)4247
石油機器技術管理士の講習・認定試験
日時／６月９日(木)・10日(金)、午前
９時～午後６時　
会場／ルポールみずほ(山王四丁目
２-12) 受講料／16,800円
申し込み／(財)日本石油燃焼機器保
守協会、市消防本部予防課にある申
請書で、４月18日(月)から５月20日
(金)まで同協会☎03-3499-2928

秋田弁で語る昔話。４月20日(水)午
後１時30分～３時、サンパル秋田
学習室１(文化会館５階)で。入場無
料。直接会場へどうぞ。
●問い合わせ 秋田市民話の会の長
谷川さん☎(831)8887

秋大憩いのコンサート　
滝廉太郎の「花」などをソプラノで
歌唱。直接会場へどうぞ。
日時／４月23日(土)午後２時～
会場／秋田大学インフォメーション
センター(手形) 入場料／無料
定員／先着30人 問い合わせ／秋
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一年生まちを元気にしてくれる ヒサト

広報あきた 平成23年４月15日号19



広報あきた 編集発行■秋田市役所広報広聴課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ ☎018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/
■広報あきたがご自宅に届かないときは、広報広聴課へご連絡ください ■この冊子は、単価１部13.86円です

近くの避難場所を知っておこう
災害時に身を守る場所として、学校、グラウンド、公

園を避難場所・施設に指定しています。自宅近くの避難
場所・施設を家族みんなで確認しておきましょう。

地震や洪水など災害が起きたときの避難場所や
持出品を家族みんなで確認しておきましょう。

避難できるか不安なかたがいます
高齢のかた、障がいがあるかたなど

高齢者や障がい者、妊婦など、避難するのに助けが必
要なかたや災害情報が伝わりにくいかたがいます。ふだ
んから交流をはかり、災害時は助け合いましょう。うま
く避難できるか不安なかたは地域の民生委員または福祉
総務課地域福祉推進室にご相談ください。☎(866)2090

●市ホームページの防災コーナー
●市民便利帳(23年度版は６月に市内全戸に配布する予
定ですが震災の影響により遅れる場合があります)

●防災安全対策課☎(866)2021・ファクス(823)5099

避難場所はこちらで確認！

避難は徒歩で。
持ち物は背負って

●懐中電灯やラジオ、食料はもちろん、自
分や家族にとって必要な物(薬、眼鏡、入
れ歯、哺乳瓶など)を背負える袋に入れて
持ち出せるようにしておきましょう

●自動車は渋滞で身動きが取れなくなるお
それがあります。徒歩で避難しましょう
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あなたの避難場所は？


	1
	2
	20



